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高温高圧下における鉄-水反応に対する硫黄の影響
Effect of sulfur on the reaction between iron and water under high pressure and tempera-
ture
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形成期の地球内部環境下では Feと H2Oが反応し、FeHや FeOOH等の含水素相が出現することが報告されているが
（例えば Okuchi ,1997; Ohtani et al.,2005）,本研究では更に多成分系の反応を調べるために硫黄を加え、Fe-S-H-O系の高
温高圧下における反応関係を調べた。
この系では、反応生成物として想定される金属水素化物中の水素が低圧側で試料から散逸してしまうために、実験は

高エネルギー加速器研究機構 (KEK)・放射光実験施設 (PF-AR-NE1A)で行い、その場Ｘ線回折法によって反応相を観察
することにより、試料の相転移の観察や反応生成物の同定を行った。
高温高圧発生装置には AR-NE1に設置されたレーザー加熱型ダイヤモンドアンビルセルを用いた。出発試料には FeS

の粉末を箔状に加工したものと純水を用い、レニウムガスケットに開けた試料室に封入した。圧力測定にはH2O-Ⅶ相の
状態方程式を用いた。加熱には Nd:YAGレーザーを用いた両面加熱を行い、試料の高温部からの輻射により反応温度を
推定した。
本実験は 24GPa、33GPaの圧力条件、300K-1200Kの温度条件で行った。その結果、これらの温度圧力範囲では反応生

成物として FeS2(Pyrite)、dhcp-FeHX、ε-FeOOHが観察された。ε-FeOOHの安定領域は Feと H2Oの反応で報告され
ている圧力よりはるかに高圧側まで存在すること、またε-FeOOHの高温分解条件が制約できたこと、Fe-S-H系では水素
を含む FeSが報告されているが Fe-S-H-O系では硫化物相に有意な水素が見られないこと、Fe-S-H系では見られなかっ
た FeS2 が新たに出現することなどが分かった。また、発表では回収試料の SEM-EDS分析の結果についても報告する。
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